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第３部　精油の分析学

137136

50  ラベンダー（Lavender）
Lavandula o� cinaris  Lavandula angustifolia P. Mill（シソ科）

部位 葉 抽出方法 水蒸気蒸留 ノート トップ - ミドル

概 要

アロマテラピーを代表する精油として、その香りを楽しむだけではなく、薄紫色の花が

一面に咲く風景に心を癒されるなど、ラベンダーの魅力は嗅覚的・視覚的に人々の心を安

らげてくれるところにあります。また、ルネ・モーリス・ガットフォセが、実験中に自身

がやけどをしたときに、ラベンダー精油を塗ったところ治癒が早まったことからアロマテ

ラピーを提唱するようになったというエピソードはよく知られているところです。

現在では世界各国でラベンダー栽培が行われていますが、一般的にアロマテラピーで使わ

れる精油はイングリッシュラベンダーL. off cinaris とタスマニアンラベンダーと呼ばれる
L. angustifolia の２種類で、共にラベンダー特有の芳香と生理活性を持っています。
酢酸リナリル（60）とリナロール（59）が香りの骨格になり、特有成分のラバンデュロー

ルや、α-ターピネオール（61）などのモノテルペンアルコールやそのエステル類が調和し

てラベンダーの香りになっています。地域によって酢酸リナリルとリナロールのバランス

が異なったり、両成分の含有量が異なったりするため、微妙に香りの違いが出てきます。

生理・心理効果

抗うつ効果　　鎮痛効果　　傷口の修復効果　　抗ストレス効果　　

認知症進行抑制効果　　生理痛の緩和　　抗不安効果　　駆虫作用　　通経作用

抗痙攣効果　　血圧降下作用　　殺ダニ効果　　睡眠導入効果　　

血管平滑筋の緊張緩和効果　　殺虫効果　　知覚過敏抑制効果　　抗炎症効果

鎮静効果　　脂質酸化抑制効果

香りの成分

酢酸リナリル（60）　29％

リナロール（59）　25％
酢酸ラバンジュリル

5％     　　α-ターピネオール（61）　4％
1,8-シネオール（40）　3％

リナロールオキサイド（フラン）　2％
酢酸ヘキシル　2％

酢酸ネリル（53）　2％
ターピネン-4-オール（63）　2％

β-カリオフィレン（36）　1％ その他　24％

49  ラバンジン（Lavandin）
Lavandula hybrida（シソ科）

部位 葉 抽出方法 水蒸気蒸留 ノート トップ - ミドル

概 要

真正ラベンダーとスパイクラベンダーの交配種で、気候変動や土壌の影響を受けにくい

ため精油の収量が安定し、また収率も真正ラベンダーと比べて高いことから、価格面での

メリットがあり、低価格の香粧品香料の原料として使われるほか、ラベンダーの代替品あ

るいは増量剤としても使われています。

酢酸リナリル（60）とリナロール（59）が香りの中心ですが、真正ラベンダーとは異な

り、カンファー（43）やボルネオール（58）が多く含まれていて、やや樟脳様のニュアン

スを感じる精油です。

生理・心理効果

抗うつ効果　　抗不安効果　　去痰作用

香りの成分

酢酸リナリル（60）
30％

リナロール（59）　29％
カンファー（43）
8％

1,8-シネオール（40）　7％
ボルネオール（58）　3％

ターピネン-4-オール（63）　2％
β-カリオフィレン（36）　2％
α-ターピネオール（61）　2％

酢酸ゲラニル（55）　2％
クリプトン　1％

その他　15％

主な目次（抜粋）
第 1部　精油の基礎学
　精油のあるところ／役割／作り方／利用／ア
ロマテラピーとの関係
第 2部　精油の化学
成分の基本構造と官能基／香りと化学構造の関
係／主な化合物（テルペン・芳香族化合物など）
第 3部　精油の分析学
主要精油 58 種の成分組成と機能を図解で比較

イラストで学ぶエッセンシャルオイルのサイエンス

◆ アロマや美容・化学の専門書棚で“動く”一冊
本書『ビジュアルガイド 精油の化学』は、精油の構造と働きを、イラストと図解でわかりやすく解説した定番の入門書です。

分子構造や官能基といった化学的要素を、香りの印象と対応づけて解説することで、読者が精油の化学を感覚的に理解できるよ

う工夫されています。

アロマセラピーの専門学校・スクール・エステ関連の教材として安定した需要があり、再刊を望む声が多かった人気書です。


